
国際競争力強化技術開発プロジェクト

１．研究の背景と研究開発目標

２．研究開発成果の概要

成果概要

イチゴ栽培支援システムの構築と出荷予測モデルの開発

研究課題名 ：総収量予測と栽培指導が可能な栽培支援システムのイチゴ産地での
実証と出荷予測が可能な営農支援モデルの開発

課題実施機関：福岡県農林業総合試験場、ソフトバンク株式会社、JA全農ふくれん、
JAみづま、株式会社NJアグリサポート、
福岡県朝倉農林事務所久留米普及指導センター

問い合せ先 ：(電話番号）092ｰ922ｰ4364（福岡県農林業総合試験場）

①栽培支援システムの構築
３または５項目の簡便な調査で翌年４月までの総収量を予測し、環境モニタリング装置によっ
て得られたデータから、生育指標やハウス環境に対する改善コメントを表示する栽培支援シス
テムを構築した。

②出荷予測モデルの開発
ハウス内環境データ、各果房１果目の開花日および重量から、収穫予定日と果房総重量を予測
するアルゴリズムを構築し、出荷予測モデルを開発した。

③API化およびWAGRIへの実装
開発したシステムおよびモデルのAPI化を行い、API「あまおう栽培支援システム」およびAPI
「あまおう出荷予測モデル」としてWAGRIへ実装した。

④ソフトバンク株式会社「e-kakashi」との連携
開発したシステムおよびモデルをソフトバンク株式会社が展開する栽培支援ソリューション
「e-kakashi」と連携させた。

⑤利用マニュアルの作成
開発したシステムおよびモデルの利用推進を図るための利用マニュアルを作成した。

３．社会実装の展望と波及効果

開発したシステムおよびモデルの利用による経済的な見積り
本事業によって開発した栽培支援システムおよび出荷予測モデルを利用することで産地におけ
る栽培技術の高位平準化と高精度な出荷情報提供が可能となる。全国的にもイチゴの環境測定
機器の導入面積が増加しており、WAGRIを利用した栽培支援システムおよび出荷予測モデル利
用の増加が想定される。システムの利用により20％の増収と販売単価の向上が期待される。

イチゴ「あまおう」では生産者間の収量差が大きく、収量の高位平準化が求められている。ま
た、イチゴの品種間競争が激化し需要に対応できる情報発信が求められている。これらの課題
を解決するため、簡易な生育調査と環境測定で栽培改善のためのコメントを表示し、総収量予
測が可能な「栽培支援システム」の構築ならびに「出荷予測モデル」の開発を行い、これらを
WAGRIに搭載することで社会実装を加速させる。
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研究開発目標

成果リーフレット

（研究課題名）総収量予測と栽培指導が可能な栽培支援システムのイチゴ産地での
実証と出荷予測が可能な営農支援モデルの開発

１. 改良版栽培支援システムの構築 ２. 出荷予測モデルの開発
３. 適正利用に向けたマニュアル作成 ４. 栽培支援システムと出荷予測モデルのAPI開発

主要な研究開発成果の概要

社会実装の展望と波及効果

お問い合せ先：福岡県農林業総合試験場 野菜部 TEL 092ｰ922ｰ4364

①イチゴにおける３または５項目の生育調査値と環境測定値から総収量と栽培改善のための
コメントを表示する改良版栽培支援システムを構築し、API「あまおう栽培支援システム」
をWAGRIに搭載した。

②頂果房および第一次腋果房において、各果房１果目
の開花日と重量から、収穫予定日と果房総重量を
予測するアルゴリズムを構築し、API「あまおう
出荷予測モデル」をWAGRIに搭載した。

（上図）システムの予測精度
予測値と実測値との平均絶対誤差は
８％であり、高い予測精度を有する。

（上図）栽培支援システムの表示結果画面
生育調査値と環境測定値から栽培改善のた
めのコメントを表示する。

（右図）モデルの予測精度
予測収量の二乗平均平方根誤差は頂果房において
28.3 g、第一次腋果房において26.3 gであり、予測
精度は高い。

開発したシステムおよびモ
デルは、ソフトバンク株式
会社が提供する栽培支援ソ
リューション「e-kakashi」
と連携した動作が可能。

開発したシステムおよびモデル
を生産者自身が利用するための
マニュアルを作成。システムの
利用により20％の増収と販売単
価の向上が期待される。

イチゴ栽培支援システムの構築と出荷予測モデルの開発

3000

4000

5000

6000

7000

3000 4000 5000 6000 7000

予
測
値
（

kg
/1

0a
）

実測値（kg/10a）

予
測
値
（

g）

実測値（g）

頂果房
重量


	スライド番号 1
	スライド番号 2

